
平成２６年度当初予算のポイント

No.１

宮崎県都城市

平成２６年２月１９日





平成２６年度当初予算の基本的な考え方

◎国の動向

経済再生・デフレ脱却と財政健全化をあわせて目指す予算
社会保障・税の一体改革を実現するための予算

施策の優先順位を洗い直し、未来への投資や暮らしの安全・安心の確保など、
経済成長に資する施策などに重点化。

○

○

南九州の拠点都市（リーディングシティ）の確立！
『スマイルシティ都城』の実現！

◎都城市の考え方

都城市をこれまで以上に対外的にＰＲ！

＋

７つのマニフェストの実現

⇒特に、都城市が持つ《３つの宝》を、より一層輝かす！

マニフェストを踏まえた予算配分と財政健全化の両立！

国・県との更なる連携強化！

○

○

○

○

○
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平成２６年度当初予算フレーム（一般会計）

平成２５年度当初予算 平成２６年度当初予算

備 考

H25-H24 増減率 H26-H25 増減率

（歳 入） （億円） （億円） （％） （億円） （億円） （％）

市 税 173.5 1.3 0.8 176.0 2.5 1.4 
固定資産税:1.4億円増
市民税:0.8億円増

地 方 交 付 税 191.5 ▲ 4.7 ▲ 2.4 191.4 ▲ 0.1 ▲ 0.1 
国の歳出予算における地方交付税総額
は、対前年度比 ▲1.0%

市 債 99.7 16.1 19.3 110.8 11.1 11.1 
合併特例事業債
（健康医療ゾーン整備事業）:11.5億円増

臨時福祉給付金給付事業費補助金
国 県 支 出 金 161.8 30.6 23.3 170.7 8.9 5.5 

臨時福祉給付金給付事業費補助金
:7.2億円増

そ の 他 110.8 14.0 14.5 116.8 6.0 5.4 商工活性化基金繰入金:3.8億円増

計 737.3 57.2 8.4 765.7 28.4 3.9 

（歳 出）

扶 助 費 174.2 12.5 7.7 177.9 3.7 2.1 障害者福祉サービス給付費:3.9億円増

人 件 費 115.7 1.4 1.2 114.1 ▲ 1.6 ▲ 1.4 職員数の減等

公 債 費 88.1 ▲ 3.0 ▲3.3 88.0 ▲ 0.1 ▲ 0.1 繰上げ償還等による支払利子の減

普 通 建 設 事 業 費 132.6 47.7 56.2 149.5 16.9 12.7 
中心市街地関連施設整備事業:11.3億円増
健康医療ゾーン関連事業:13.5億円増

そ の 他 226.7 ▲ 1.4 ▲ 0.6 236.2 9.5 4.2 臨時福祉給付金給付事業:6.5億円増

計 737.3 57.2 8.4 765.7 28.4 3.9 

※ 端数処理のため、数値が一致しない場合がある。
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◎マニフェストを踏まえた予算配分

～ スマイルシティ都城 ・ 前進予算～

平成２６年度当初予算の姿

・都城市が持つ《３つの宝》を、より一層輝かす！

・ “都城市” をこれまで以上に対外的にＰＲ！

～合併以降最大の予算規模～○一般会計：７６５．７億円（前年度比３．９％）

（主な特徴）

◎財政健全化は引き続き堅持

【 実質公債費比率・将来負担比率の抑制！ 】

※ 特別会計：４５３．７億円（同１．３％）、企業会計：４２．４億円（同１３．４％）、全会計：１，２６１．８億円（同３．２％）

○市債残高の純減（既発行債の繰上償還等）

平成17年度末：１，３２１億円 ⇒ 平成26年度末：１，１７６億円（▲１４５億円）

○本市負担の低い市債（臨財債・合特債）へのシフト
平成17年度末：８％ ⇒ 平成26年度末：４４％（（臨財債＋合特債）／市債残高）
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都城市が持つ《３つの宝》を、より一層輝かす！

① 農林畜産業の振興

(1)６次産業化推進事業

(2)全国和牛能力共進会対策事業 ・・・５，７９１万円

・・・５，２０５万円

・周知・啓発

・加工・製造

・流通・販売

・生 産

地域一体となった推進組織の運営など、人材育成事業や農商工業者間の連携促進

新商品開発等のソフト事業や加工製造施設等の設置支援

展示会や商談会等への積極的な参加を推進するなど、地域内外での販売チャネルの獲得へ向け、
“６次化商品”の売り先を確保するための出口戦略

全国でも有数の農林畜産地帯である生産力を維持しながら、各分野で取り組まれてきた施策をフル
に活用し、６次産業化に必要な原材料の確保

：

：

：

：

(2)全国和牛能力共進会対策事業 ・・・５，７９１万円

・新規種雄牛人工授精推進事業・・・・・４４０万円

・新規種雄牛肥育素牛導入事業・・・１，３００万円

・和牛共進会プロジェクト事業・・・・・・４５万円

・都城牛繁殖素牛促進事業・・・・・３，７５０万円

・共進会対策指定交配推進事業・・・・・２５６万円

平成29年度開催の
全国和牛能力共進会

での日本一！

(3)宮崎牛（都城産）ブランド確立推進事業 ・・・１５９万円

東京食肉市場
（芝浦）

・宮崎牛
（都城産）
・ハーブ牛

生体出荷

・輸送経費の一部助成 ・・・ 一頭当たり上限5,000円
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② 「 地の利」活用策

(1)都城志布志道路整備関連事業

(2)山之口SAスマートIC整備事業

・都城志布志道路建設促進協議会（都城市、曽於市、志布志市）
による要望活動の推進

・総事業費

：平成25年度～平成28年度

・都城志布志道路整備・活用促進大会 （仮称）の開催

・整備・活用促進に関する広報啓発活動の推進

大会開催イメージ

・・・１億９，７４２万円

・・・８０８万円

・事業期間

：約３．２億円

・事業内容 ：山之口SAスマートIC設置に伴う関連道路整備

(3)山之口SAスマートIC利活用促進事業 ・・・５５５万円

山之口SAスマートIC完成予想図

・事業内容 ：市民及び事業者が、ＥＴＣ車載器を新たに購入して取り付けた

場合、ＥＴＣ車載器購入費用及びセットアップに要した経費の一
部を補助（補助金：上限５，０００円） ～三股町との連携事業～

(4)基幹道路等の整備

・鷹尾上長飯通線

・街区三股線

：平成22年度～平成27年度

：山之口町富吉～三股町蓼池

：平成26年度～平成29年度

：約７．１億円

街区三股線

：国道269号（郡元交差点）～早水簡易郵便局

：約１６億円

・・・３，３０３万円

・・・３億１，７７９万円

まちく

・総事業費

・事業期間

・事業内容

・総事業費

・事業期間

・事業内容
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○健康医療ゾーン整備事業工程表

建築等工事

造成等工事

平成25年度 平成26年度

(5)雇用創出ゾーン整備事業
（都城インター工業団地整備事業）

・・・７億９，９８８万円

(6)健康医療ゾーン整備事業
（都城市郡医師会病院等整備事業）

・・・２５億８，５２７万円

・大井手地区 ： ５．５ha

穂満坊地区

大井手地区

高城総合支所

・穂満坊地区 ：１７．３ha

平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度

大井手地区

穂満坊地区

造成工事等 植樹

造成工事等 分譲

：約１８．１億円

・ベッド数 ： ２２０床

・診療科 ： １２科

平成２７年春開業（予定）

・屋上ヘリポート新設

：約７１億円・総事業費

・総事業費

・事業内容 ・事業内容

医療機器等購入・搬入

(8)大規模災害に備えた地域の防災力向上事業 ・・・４，７３９万円

：自主防災組織のリーダー育成（防災士資格認証登録料助成）
：自主防災組織の育成（結成組織への防災資機材購入助成）
：一次避難所等の環境整備（非常用発電機、投光器、備蓄品保管庫の配備）
：消防団員の安全装備品、通信無線機の整備

穂満坊地区 造成工事等 分譲

(7)後方支援拠点都市推進事業 ・・・８３万円
・事業内容

・事業内容

：防災対策及び後方支援（広域連携）を目的としたシンポジウムの開催
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③ 人間力あふれる子どもたちの育成

(1)ＡＬＴによる語学指導事業 ・・・３，５３３万円

(2)小学校図書館サポーター配置事業 ・・・１，１４６万円

・平成28年度までにＡＬＴを倍増（予定）

・ALT（外国語指導助手）の語学指導を通して語学力向上・豊かな国際
感覚を醸成！

・小学校図書館サポーターの配置による、児童の読書環境の更なる向上！

平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度

人数 ７名 ９名 １１名 １３名 １４名

・小学校図書館サポーターの配置による、児童の読書環境の更なる向上！

(3)小中学校施設の耐震補強事業 ・・・４億６，２２７万円

平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度

人数 １０名 １３名 １６名 １８名 ２０名

・平成28年度までに小学校図書館サポーターを倍増（予定）

・耐震補強による安心・安全な教育環境整備を推進！

・平成27年度までに耐震化率を１００％に！

施工例：姫城中補強

平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度

耐震化率 ８６．１％ ９４．６％ ９８．１％ １００％
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(4)早水公園整備事業 ・・・２億６，８５０万円

(5)高城運動公園整備事業

屋内競技場

・総事業費 ： 約３２．６億円

・事業期間 ： 平成26年度～平成29年度

・事業内容 ： サブアリーナ、武道場、弓道場、駐車場等の整備

計画配置図

弓道場
サブアリーナ

武道場

・・・５億６，４００万円

・事業内容 ：屋内競技場（人工芝）の整備

(6)都城島津伝承館特別展開催事業

・・・１，１２３万円

屋内競技場配置図

伝源頼朝木坐像
（複製：神奈川県立歴史博物館所蔵）

：展示会「島津と北郷の時代 ～鎌倉・南北朝期の南九州～」
（仮称）

：シンポジウム「『島津発祥』と都城－都城島津邸の地域発信力」
（仮称）

・事業内容

（都城島津邸開館５周年記念事業）

・総事業費 ： 約９．７億円

・事業期間 ：平成26年度～平成27年度

・事業内容 ：屋内競技場（人工芝）の整備

～フットサルコート２面ほどの広さ～

・開館５周年を記念して、教科書等で著名な史料による展示会及び
シンポジウムの開催
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・・・１，１０８万円

“都城市”をこれまで以上に対外的にＰＲ！

(1)都城市ＰＲロゴ作成事業

・“都城市”をこれまで以上に対外的にＰＲするため、
著名な書家・紫舟（シシュー）氏にＰＲロゴの作成を依頼！

・今後、都城市のあらゆる媒体等でＰＲロゴを積極的に活用！

【紫舟（シシュー）氏の紹介】

・書を中心に、書画・立体造形・メディアアートなど幅広く手がけ、日本の思想と伝統文化を、全
く新しい表現で世界に発信。「文化の限界をアートの力で超えていく」挑戦は、海外でも高く
評価され、フランスのZOOM Japonが選ぶ「明日の日本を創る50人」に選ばれる。

～ 都城PRアドバイザーに就任予定 ～

(2)都城市ＰＲ推進事業 ・・・３７万円

・名前：諸方ぼんち
・年齢：小学校２年生
・特徴：流暢な都城弁
・経歴：平成16年度 ウエルネス都城特派大使に委嘱

平成25年度 みやこんじょ大使に委嘱

書家 紫舟（ｼｼｭｰ）氏

評価され、フランスのZOOM Japonが選ぶ「明日の日本を創る50人」に選ばれる。

・都城市が持っている宝 ＝ “みやこんじょ大使”である「ぼんちくん」
を広報誌、ＨＰ等の様々な媒体に活用し、今後作成されるＰＲロゴ
とともに都城市のＰＲを推進！

【ぼんちくんの紹介】

みやこんじょ大使
「ぼんちくん」

・主な作品提供先 ： 内閣官房・農林水産省「JAPAN」、 NHK大河ドラマ「龍馬伝」、その他多数。
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(3)「肉と焼酎のまち・都城」推進事業

・代表的な地場産品である“肉と焼酎”の地域ブランド化を推進して
都城市を対外的に積極的にＰＲし、物産販売や観光促進など地域
経済の活性化を図る。

：パンフレット作製 ～ １万部

・・・１３２万円

：ポスター作製 ～ １，５００部（５００部×３種類）

・事業内容

ポスターのイメージ

(4)合併１０周年記念都城島津家史料特別展 ・・・６，１８６万円

インタラクティブアート：
「まだ かみさまがいたるところにいたころのものがたり」

・書家・紫舟（シシュー）氏と都城島津家史料のコラボによる合併１０
周年記念特別展の開催

・展示会
「みやこんじょ力の発信～紫舟と都城島津家史料の出会い～」（仮称）

・展示資料（予定）
都城島津家史料 ： 鉄錆地南蛮胴具足・麒麟鳳凰図屏風等
紫舟氏作品 ： 書・襖絵・インタラクティブアート「まだかみさまが

いたるところにいたころのものがたり」（都城編）

・事業内容
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中心市街地の活性化

(1)中心市街地中核施設整備支援事業 ・・・１１億３，０４０万円

：平成26年度～平成28年度・事業期間

・図書館
・子育て支援センター
・健康センター
・全天候型多目的広場

：民間事業者による施設整備の支援事業・事業内容

：行政施設の整備

・ 新たな都市機能をまちなかに創出し、市民ニーズに沿ったまち
づくりを官民協働で行い、中心市街地全体の活性化を図る。

商店街イルミネーションのイメージ

(2)まちなか活性化プラン事業

・中心市街地中核施設整備支援事業に合わせて、周辺の商
店街や中心市街地エリアを対象とした様々な施策を実施し、
中心市街地全体の活性化を図る。

中心市街地中核施設の整備イメージ図
：平成26年度～平成28年度

：約５３．８億円・総事業費

・事業期間

・主な事業内容

・・・１，０９６万円

・タウンマネージャー配置調査事業

・空店舗リフォーム・解体事業費補助金

・アーケード等街路灯のＬＥＤ化事業

・商店街イルミネーション事業
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その他の特色のある主な事業

(2)ご当地ラジオ体操推進事業

・・・８７万円

ラジオ体操を、誰もが笑顔になれる都
城の方言に変え、「みやこんじょ弁ラジ
オ体操」のＣＤを作成して、学校や地域
等で活用してもうことにより、愛郷心の
醸成や市民の健康増進を図り、スマイ
ルシティ都城を推進する。

(1)骨髄移植ドナー支援事業

・・・４２万円

・ドナーへの奨励金 ～ ２万円／１日
（１回の骨髄提供で上限１４万円）

・ドナーが従事する事業者への奨励金
～ １万円／１日

（1回の骨髄提供で上限７万円）

骨髄バンクイメージキャラクター

「コッコ」と「ズーズ」

骨髄バンク事業において、骨髄または
末梢血幹細胞を提供した人の負担を
軽減し、多くの骨髄又は末梢血幹細
胞移植の実現及びドナー登録者の増
加を図る。

・・

・ＣＤ製作委託 ３９万円 等

（1回の骨髄提供で上限７万円）

(3)放課後児童クラブ事業

・・・２億１，５４２万円

・法人立放課後児童クラブ事業
・・・１億１，６００万円

・放課後児童クラブ事業（直営）
・・・８，２１５万円

・保護者会放課後児童クラブ事業
・・・１，７２７万円

(4)健康増進施設利用助成事業
（施設の利用範囲拡大）

・・・６，７７８万円
・「石山小放課後児童クラブ」を開設する

ことにより、設置を希望する全ての小学
校区に放課後児童クラブもしくは放課後
子ども教室の整備が完了。

・ ６５歳以上の高齢者及び身体障害者手帳等所持者の健康増進を目的に、
１回の入浴に対し、１００円（※は200円）で利用できる施設の範囲を、都
城広域定住自立圏の協定を結ぶ曽於市、志布志市の施設へ拡大する。

都城市 曽於市

・ メセナ住吉交流センター

・ 財部温泉健康センター

・ 大隅弥五郎伝説の里

志布志市

・ 国民宿舎　ボルベリアダグリ(※）

・ 蓬の郷ふれあい交流センター

・
・
・
・
・

こ
れ
ま

で
の
施
設

追
加
施

設

青井岳温泉
観音さくらの里

かかしの里ゆぽっぽ
やまだ温泉
ラスパたかざき
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地域振興基金の取崩し

地域振興基金
５，０００万円／年

４年分をまとめて２億円積立

地域活性化事業に着手

権限と財源を移譲

各総合支所などの要望
地域審議会・地域住民など

権 限財 源

【事業の仕組み】

【予算要求状況】

平成25年度

地域活性化事業

平成26年度

◎中郷地区 ３００万円 （２事業）
◎山之口地区 ８４１万円（１０事業）
◎高城地区 ３２０万円 （１事業）
◎山田地区 １，７７８万円 （１事業）
◎高崎地区 ５４３万円 （２事業）

平成25年度

◎西岳地区 ８６万円（１事業）
◎高城地区 ８５万円（２事業）

総額 ３，９５３万円（１９事業）

合 計 ３，７８２万円（１６事業）

【予算要求状況】

合 計 １７１万円（３事業）
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７つのマニフェストの実現

新燃岳噴火や口蹄疫などの
災害に負けない、強いまちづくり！

安心安全なまちづくり１

◆都城志布志道路整備関連事業

◆山之口SAスマートIC整備事業

◆基幹道路等の整備

・街区三股線

８０８万円

１億９，７４２万円

３，３０３万円
◆大規模災害に備えた

◆後方支援拠点都市推進事業 ８３万円まちく

都城の基幹産業は
“農林畜産業”！

◆６次産業化推進事業

◆全国和牛能力共進会対策事業

◆宮崎牛（都城産）ブランド確立推進事業

農林畜産業支援２

５，２０５万円

５，７９１万円

１５９万円

・鷹尾上長飯通線

“地場産業の育成・活性化”
なくして地域の発展なし！

◆中心市街地中核施設整備支援事業

◆まちなか活性化プラン事業

地場産業の支援３

１１億３，０４０万円

１，０９６万円

◆雇用創出ゾーン整備事業 ７億９，９８８万円

３億１，７７９万円
◆大規模災害に備えた

４，７３９万円
地域の防災力向上事業

（都城インター工業団地整備事業）
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「教育」を両サイドから支える
“スポーツ・文化”！

◆早水公園整備事業

◆高城運動公園整備事業

◆都城島津伝承館特別展開催事業

スポーツ・文化活動支援５

２億６，８５０万円

５億６，４００万円

１，１２３万円

まちづくりの基本は
“人創り”！

◆ＡＬＴによる語学指導事業

◆小学校図書館サポーター配置事業

◆小中学校施設の耐震補強事業

“人創り”のための教育支援４

３，５３３万円

１，１４６万円

４億６，２２７万円
（都城島津邸開館５周年記念事業）

地域の発展の原動力は
そこに住む“人の力”！

“健全な財政”は地域発展の第一歩！

◎職員数の削減

Ｈ２３～Ｈ２７（５年間） ⇒ １４０人削減

◎実質公債費比率・将来負担比率の抑制

市債残高の圧縮 ⇒ 繰上償還

医療・福祉・子育て支援６ 行財政改革７

◆健康医療ゾーン整備事業 ２５億８，５２７万円

（都城市郡医師会病院等整備事業）

◆骨髄移植ドナー支援事業

◆ご当地ラジオ体操推進事業

◆放課後児童クラブ事業

４２万円

８７万円

２億１，５４２万円 負担の低い市債 ⇒ 臨財債・合特債へのシフト
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市債残高の推移

1,216

1,169
1,104

7 57
75

94
105

135
160 197 254

105
121 134

143
161

191
213

233 250 266

800

1,000

1,200

1,400

1,164
1,190

1,218
1,252

1,1461,140
1,176

1,321

残高の８％

1,2951,297

残高の２５％

（億円）
臨財債
合特債
その他

【本市負担の低い市債（臨財債・合特債）へのシフト】

市 債 残 高 の 純 減！
（１４５億円）

1,104

1,034

963
894

816
747

699
656

200

400

600

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26

残高の４４％

※平成２５・２６年度は見込み

※合併特例債とは・・・合併後１５年に限り発行できる地方債。償還に要する費用は後年度の地方交付税で７０％措置される。

※臨時財政対策債とは・・・地方交付税の代わりとして地方公共団体が発行する地方債。償還に要する費用は後年度の地方交付税で１００％措置される。

本市負担の低い市債へ
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財政健全化法と健全化４指標

Ｈ２４健全化判断基準数値（法）

都城市の財政健全化４指標

夕張市破綻
財政健全化法の制定

（平成１９年６月）

Ｈ２３ Ｈ２４
Ｈ２４健全化判断基準数値（法）

早期健全化基準 財政再生基準

実質赤字比率
－

（黒字のため）
－

（黒字のため）
１１．４１％以上 ２０．００％以上

連結実質赤字比率
－

（黒字のため）
－

（黒字のため）
１６．４１％以上 ３０．００％以上

実質公債費比率 ９．１％ ７．９％ ２５．０％以上 ３５．０％以上

将来負担比率 ３３．４％ １０．８％ ３５０．０％以上 －

「実質公債費比率」、「将来負担比率」のいずれの値も判断基準を大幅にクリア！
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健全化指標 ～ 県内９市の状況

（％） （％）実質公債費比率と将来負担比率（平成24年度決算）
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「実質公債費比率」、「将来負担比率」のいずれの値も低く、財政の健全度が高い！
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